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１．地域年金展開事業の概要（1/2）
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地域年金展開事業の主な取り組み
◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度説明会』や『年金セミ
ナー』、『出張年金相談会』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者からなる『地域年金事業
運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を提供。年金委員
活動支援事業

公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助言を行うため、学
識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

• 職員が自治体や民間企業、関係団体、自治会等に対して事務担当者や従業員向けの年金制度説
明会を実施。

• 市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の周知、ポス
ター・チラシの掲示や設置および配付の依頼等。

地域連携事業

• 職員が、大学や専門学校、高等学校、小・中学校特別支援学校等に出向き、学生・生徒向けの年金
セミナーを実施。

• 専門学校等での学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や設置、配付の依頼等。
年金セミナー事業

年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町村役場や大規模商
業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。地域相談事業

１．地域年金展開事業の概要（2/2）

《取組内容》
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事業名 実施した事項 課題等

地域連携事業

①企業・自治体等における年金制度説明会
• 厚生年金保険適用事業所等の協力を得て、企業や自治体および関係団体への制度説
明会に積極的に取り組みました。また、年々新規適用事業所が増加していることから、事
業所の事務担当者向け説明会を強化的に取り組みました。
◎対面１７０回（６，８１５人） ◎Web会議サービス３１回（２，３４７人） 【今後の方針】

〇今年度の日本年金機構にお
ける年金制度説明会の実施
は、ご要望に応じて対面型・
非対面型・動画提供型にて
取り組んでいきます。

〇年金事務所で取り組みに偏り
が出ないよう、地域代表年金
事務所が研修資料の作成お
よび情報提供を行います。

２．令和６年度事業実施結果
（1）令和６年４月～令和７年３月の事業について（1/6）
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事業名 実施した事項 課題等

地域連携事業

②特別支援学校における年金制度説明会
• 特別支援学校等の保護者を対象とした障害年金制度説明会を対面で実施しました。
◎対象：２６校（１，０８２人）

③関係機関の広報誌等による周知・啓発
• ２市区の自治体広報誌に年金制度に関する記事を掲載していただきました。また１２月
には神奈川新聞社様より、年金の日（１１月３０日）に関する取材を受け、記事を掲
載していただきました。

④自治会、町内会を通じての周知・啓発
• 地域型年金委員による自治会、町内会におけるチラシの配布等を行いました。
◎ねんきんネット普及・ペーパ一レス化案内チラシ（１７，７３６枚）

⑤教育機関を通じての周知・啓発
• 高等学校での年金セミナー動画案内チラシの配布等を行いました。（４１０枚）
• 大学での学生納付特例勧奨チラシの配布等を行いました。（１，５１０枚）
⑥関係機関・団体への協力依頼

• 確定申告会場においてねんきんネットの操作説明会を開催しました。
• 京浜急行電鉄株式会社 京急川崎駅中央改札口前にてチラシ配布を行いました。

２．令和６年度事業実施結果
（1）令和６年４月～令和７年３月の事業について（2/6）
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事業名 実施した事項 課題等

年金セミナー
事業

①教育機関における年金セミナーの実施

• 県内の大学、短期大学、専門学校および小・中・高等学校等を対象に、対面およびWeb
会議サービス等を用いた非対面で年金セミナーを実施しました。
◎対面：９９校（７，３０５人）
◎Web会議サービス：５４校（１，３７７人）

• DVDの依頼があった学校（１校）に対し、動画視聴によるセミナーを実施しました。 【今後の方針】
〇年金セミナー対象校の拡大
に取り組みます。

〇年金セミナー開催数の増加
を踏まえ、セミナー講師の育
成及びスキル向上に取り組み
ます。

〇令和7年度の「ねんきん月
間」における取組について
は、各年金事務所で年金セ
ミナーまたは年金制度説明
会を開催する予定です。

２．令和６年度事業実施結果
（1）令和６年４月～令和７年３月の事業について（3/6）

年金セミナー実施回数 年金セミナー参加人数
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事業名 実施した事項 課題等

年金セミナー
事業

②県立高等学校における年金セミナー後の年金のイメージ（アンケート結果）

『まあ良い』以上の評価は、セミナー前の28.1%から、セミナー後の84.4%になりました。
• セミナーを受けての感想・意見等
 セミナーを通し、身近なものであるや老齢年金以外の遺族年金や障害年金があることを
知った等の年金制度の大切さを知っていただきました。

 学生であっても年金保険に加入しなくてはならないことを知り、焦りを感じました。会社に入
れば全てやってくれるのは安心しました。

 将来のリスクに備えるために年金は重要な制度だと再認識することができた。

③年金セミナーの開催・「わたしと年金」エッセイ募集の拡大に向けた取り組み
• アプローチ実施状況

県内の大学、短期大学、専門学校、高等学校・中学校を対象に、年金セミナー開催お
よび「わたしと年金」エッセイ募集のポスター掲示等の協力依頼を行いました。
◎大学（短大含む） ：６７校 ◎専門学校 ：１１０校
◎公立高等学校（私立除く）：１５３校 ◎私立高等学校・中学校 ：８４校
◎国立・公立中学校（私立除く） ： ４１９校

• 地域年金推進員の支援による取り組み
地域年金推進員（県立高等学校関係者のOB等）による勧奨が効果的に実施される
よう、地域代表年金事務所が定期的にフォローアップし、県内の高等学校を中心に具体
的な勧奨計画を策定し取り組みました。

【今後の方針】
○ 年金セミナー対象校拡大に
向け、地域年金推進委員の
委嘱拡大に取り組みます。

２．令和６年度事業実施結果
（1）令和６年４月～令和７年３月の事業について（4/6）
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事業名 実施した事項 課題等

地域相談事業

①大学における広報活動および納付相談会等
• １０月~１２月に神奈川大学、関東学院大学、他３校において

学生納付特例制度の周知活動を実施しました。
②出張年金相談

• １０月に磯子区役所において年金パネル展および出張年金相談会を開催しました。
• １２月に横須賀市役所において出張年金相談会を開催しました。
③その他の出張相談

• 行政評価事務所の依頼を受け、一日合同行政相談を行いました。(5月~11月、計9回)
• 横浜刑務所へ出張年金相談を行いました。（4月~2月、計6回）

【今後の方針】
〇「ねんきん月間」における取組
として、大学に広報活動の協
力を依頼します。

〇関係機関で実施される相談
会等の要請に積極的に職員
を派遣します。

年金委員活動
支援事業

①年金委員表彰状伝達式
• 事業功績のあった年金委員１９名に表彰状を授与しました。
②年金委員研修会

• 情報や知識を共有し、年金委員の活動を支援するため、研修会を開催しました。
（地域型年金委員 実施回数１３回 参加者数１４１名）
（職域型年金委員 実施回数２４回 参加者数７４９名）

• 全国年金委員研修会に日本年金機構のテレビ会議システムを利用し参加しました。
（令和６年１１月１１日～１２日）

③年金委員との連絡会等
• 地域型年金委員が所属する管内の年金事務所において、連携を強化するため、地区連
絡会を開催しました。
（実施回数３４回、参加者数２６９名）

２．令和６年度事業実施結果
（1）令和６年４月～令和７年３月の事業について（5/6）

地域型年金委員会研修会の様子
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事業名 実施した事項 課題等

年金委員活動
支援事業

④年金委員数（令和６年度末）
地域型年金委員 ４６９名 (前年度比 ー３名）
職域型年金委員 ４，３１９名 (前年度比 +２１６名）

⑤地域型年金委員向け情報誌の発行
地域型年金委員に対して定期的な情報提供を行うため、計4回（4月、7月、10月、
令和7年１月）「年金委員通信」を発行しました。
⑥職域型年金委員向け情報誌の発行
職域型年金委員に対して定期的な情報提供を行うため、計4回（6月、9月、12月、
令和7年3月）「担当者のための年金情報」を発行しました。

【今後の方針】
〇年金事務所と年金委員の結
び付きを強化するため研修会
や連絡会、各種リーフレット等
の配布や情報誌の発行による
情報提供に取り組んでいきま
す。

２．令和６年度事業実施結果
（1）令和６年４月～令和７年３月の事業について（6/6）
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9



令和６年度のねんきん月間では以下の通り取り組みました。※「20歳」＝「20歳到達者向け年金セミナー」

２．令和６年度事業実施結果
（2）ねんきん月間の取組について（1/4）

年金事務所名 年金セミナー 制度説明会

鶴見 大学：1回 専門学校：2回 事業所：1回 自治体：1回

港北 小学校：1回 20歳：1回 自治体：2回

横浜中 大学：2回 専門学校：1回 20歳：1回 事業所：4回

横浜西 20歳：2回 自治体：2回

横浜南 専門学校：4回 20歳：2回 自治体：1回

川崎 専門学校：1回 事業所：4回

高津 20歳：2回 事業所：2回 ハローワーク：1回

平塚 高校：1回 郵便局：1回

厚木 高校：2回 専門学校：1回 20歳：2回 ハローワーク：1回

相模原 高校：6回

小田原 高校：1回 事業所：1回

横須賀 高校：1回 自治体：1回

藤沢 20歳：2回 事業所：1回

〇各拠点の取組について
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２．令和６年度事業実施結果
（2）ねんきん月間の取組について（2/4）

その他の取組

・「わたしと年金エッセイ」朗読動画の上映（鶴見、高津、平塚、小田原）
・「年金セミナー」動画の上映（鶴見、小田原）
・「個人向けオンラインサービス」動画の上映（港北）
・ねんきんネット操作サポート窓口の設置（港北）
・ねんきんネット操作説明会の実施（横浜中）
・年金事務所内でチラシを配布（小田原）
・京急川崎駅中央改札口前でチラシの配布（川崎）

〇各拠点の取組について

ねんきんネット
マスコットキャラクター
「ねんきん太郎」
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〇年金委員表彰状伝達式の開催

令和６年度 年金委員表彰状伝達式を開催し、以下の通り表彰状を授与いたしました。

厚生労働大臣表彰 １名

日本年金機構理事長表彰 ８名

日本年金機構理事表彰 １０名

表彰状伝達式

日時：令和６年１１月２２日
会場：横浜市市民文化会館関内ホール 大ホール

※写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。

２．令和６年度事業実施結果
（2）ねんきん月間の取組について（3/4）
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〇年金委員研修会の開催

令和６年度 年金委員表彰状伝達式の後に、以下の年金委員研修会を開催しました。

研修①
テーマ：「年金給付(遺族年金・年金受給者の事務手続きについて)」
講 師： 横浜西年金事務所

お客様相談室長 成澤 英理子

研修②
テーマ：「人生100年時代の社会保障を考える」
講 師： 神奈川大学 法学部特任准教授 梶ヶ谷 穣 様

年金委員研修会

日時：令和６年１１月２２日
会場：横浜市市民文化会館関内ホール 大ホール

２．令和６年度事業実施結果
（2）ねんきん月間の取組について（4/4）
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日付 事業名 意見・提案事項 対応状況

令和６年７月２９日
第1２回

地域年金事業
運営調整会議

年金委員活動
支援事業

日本年金機構においては、情報誌以外にメールマガジンでの情報
提供をする予定はあるか。

メールマガジンによる情報提供は行っていま
せん。日本年金機構本部関係部署へ引
続き要望をしてまいります。また、日本年金
機構では、公式SNSによる情報発信の他、
関係機関のFacebookおよびＸ（旧:ツ
イッター）への掲載依頼を行い、年金制度
普及に努めています。

２．令和６年度事業実施結果
（3）前回の会議でいただいた意見および課題への対応

14



事業名 取組方針 具体的な活動

地域連携事業

正しい年金制度の知識や手続き
を周知することは、無年金者や低
年金者対策としても有効なことか
ら、市区町村、自治体、事業所
及び関係機関や関係団体等と連
携し、幅広く制度周知する機会を
活用し年金制度の普及に努めて
いきます。

①年金制度説明会の実施
• 適正な届出の励行に向け、事業所担当者に対する制度説明会の充実を図ります。
• オンラインサービスの利用促進につながる制度説明会を積極的に行います。

②チラシ・ポスター等の配布
• 年金制度や年金制度改革等に関するチラシやポスター等の配布、設置等について、年金委
員と連携を図りながら進めていきます。

③関係団体／機関との協力・連携
• 外国人支援団体の職員等への研修や制度説明会及び共催による外国人への年金セミ
ナー及び相談会等を開催できるよう依頼します。

• 税務署との連携を強化し、確定申告会場を利用したオンラインサービスの促進及び共催によ
る制度説明会・相談会等を開催できるよう依頼します。

※11月のねんきん月間には、各年金事務所において、年金制度説明会（または年金セミナー）
を複数回実施します。 また、「家族で年金を考えてみる（世代間の支えあい）」をテーマとして、
絵画展を開催する予定です。
平成26年から年金の日に制定された11月30日は日曜日ですが全ての年金事務所で開所し、
休日相談を実施する予定です。

3．令和７年度の事業計画（案）（１/４）

【取組方針】
〇国民の年金制度に対する正しい知識と理解を深め、適切な制度加入や保険料納付に結び付けるために、地域、企業、教育等の様々な
場において年金制度の普及・啓発活動に取り組みます。

〇お客様のニーズに応じた年金セミナー・制度説明会の開催、利便性の向上のためオンラインサービスの利用促進に取り組みます。
〇年金委員への積極的な情報提供等により、年金委員の活動を支援します。
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3．令和７年度の事業計画（案）（２/４）

事業名 取組方針 具体的な活動

年金セミナー
事業

国民年金保険料の納付率向上
や将来の年金権の確保のため、
地域年金展開事業の中核として、
年金に加入して間もない、もしく
はこれから年金に加入する若い
世代に対し教育機関等と連携し
て年金セミナーを実施します。

①各教育機関における年金セミナーの実施
• 「家族で年金を考えてみる（世代間の支えあい）」の観点から、幼稚園・保育園から小学
生とその保護者を対象にした年金セミナーを開催します。

• 中学生から大学生等の学生を対象とした年金セミナーを開催します。
• 外国人留学生を対象とした年金セミナーが開催できるよう依頼します。
• 特別支援学校等については、保護者や教職員向けの障害年金制度説明会の実施につい
て、引き続き積極的に取り組みます。

• 昨年度に開催実績のある学校については今年度も開催できるよう依頼し、未実施の学校に
対して積極的にアプローチを行います｡

②新社会人向け年金セミナーの実施
• 企業等に対し実施できるよう依頼します。
③20歳到達者向け年金セミナーの実施

• 若年層の年金制度への理解を深めるために、引き続き実施します。
④令和７年度「わたしと年金」エッセイ募集に係る協力依頼

• 県･市教育委員会等を通じて、公立高校・中学校、特別支援学校ならびに私立高校・中
学校へポスター掲示し、エッセイ募集を周知します。

地域年金推進員への活動支援
• 県内年金事務所・都道府県代表年金事務所にて、活動状況の把握のため、定期的に地
域年金推進員と連絡を行い、活動をフォローアップします。

• 地域年金推進員の委嘱の拡大に取り組みます。

地域相談事業
関係団体／機関との協力・連携
による出張相談会の実施を検討
します。

関係団体／機関との協力・連携による出張年金相談
• 関係団体／機関との協力・連携により、地域の施設やイベント会場等で、出張年金相談会
を実施するよう検討します。

• 行政評価事務所等の関係機関等から講師派遣の依頼があった場合は、積極的に講師派
遣に協力します。（今年度は、9日間参加予定）
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3．令和７年度の事業計画（案）（3/４）

事業名 取組方針 具体的な活動

年金委員
活動支援事業

(1）年金委員に定期的、継続
的な支援活動を実施します。

①年金委員への情報提供
• 新たに地域型年金委員となった方が円滑に活動することが可能となるよう、委嘱時に「地域
型年金委員活動の手引き」を配付し、活動を支援します。

• 引き続き、地域型年金委員が円滑に活動することができるよう、年金に関する情報や地域
型年金委員に協力をお願いしたい内容等を定期的にお知らせする情報誌を発行します。
（年4回）

• 新たに職域型年金委員となった方が円滑に活動することが可能となるよう、委嘱時に「職域
型年金委員活動の手引き」を配付し、活動を支援します。

• 引き続き、職域型年金委員が円滑に活動することができるよう、年金に関する情報や職域
型年金委員に協力をお願いしたい内容等を定期的にお知らせする情報誌を発行します。
（年4回）

②地域型年金委員地区連絡会及び研修会の開催
• 地域型年金委員と連携を強化するため、各年金事務所にて地区連絡会及び研修会を行
います。

③職域型年金委員研修会の開催
• 職域型年金委員と連携を強化するため、各年金事務所にて研修会を行います。

④表彰状伝達式の開催
• 顕著な功績が認められる年金委員を推薦し、表彰状伝達式を開催します。
令和７年度開催予定：１１月２１日（金）横浜市市民文化会館関内ホール

(2) 年金委員制度を広く周知
し委嘱拡大に関する取り組
みを実施します。

①退職時に後任者推薦の協力を要請
• 現任の事業所従業員の退職や人事異動によって、職域型年金委員が大きく減少すること
のないよう、退任される職域型年金委員に対して、引き続き後任者推薦について協力を要
請します。また1社から複数名の年金委員選出の勧奨も行います。

②年金委員未設置事業所への勧奨
• 職域型年金委員の委嘱拡大を図るため、現在、年金委員が設置されていない事業所へ文
書等により委嘱勧奨を行います。
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事業名 取組方針 具体的な活動

地域年金事業
運営調整会議

地域年金展開事業の実施結果
や事業計画を報告し、効率的かつ
効果的な事業運営を行うため地
域の有識者より意見・助言を伺い
ます。

令和７年７月２８日開催
• 会議でいただいた意見・助言を踏まえて、当該年度の事業運営を実施していきます。

3．令和７年度の事業計画（案）（4/４）
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